
－1－（柏崎市：産業文化会館） 

令和４年度町政懇談会議事録 

 

１ 日 時   令和４年 11月 12日（土）10：00～11:05 

２ 場 所   柏崎市産業文化会館 2階第 2会議室 （新潟県柏崎市） 

３ 出席者   徳永町長職務代理者、平岩副町長、舘下教育長、藤本建設課長、中野

住民生活課長、高橋健康福祉課長、相楽農業振興課長、中里戸籍税務

課長、橋本秘書広報課長、松原支援員（10人） 

  

４ 町民出席者 1人 

 

５ 町長職務代理者あいさつ概要 

 今年の町政懇談会は、今年 8 月 30 日の特定復興再生拠点区域の避難指示解除に伴

い、一時立入りのバス立入受付やコールセンター受付などの運用が変更されるため、

町民の皆さまにその内容をご説明し、町政全般についてご意見をお伺いしたい。 

 

○町内復興の取り組みについて 

１）特定復興再生拠点区域の避難指示解除については、住民説明会を県内外 11カ所

で行い、町民の皆さまから様々なご質問やご意見、ご要望をいただいた。これを踏ま

え、町議会に説明し、特定復興再生拠点区域の避難指示解除について了解をいただい

た。国・県と協議を経て、８月 30日、午前零時に避難指示解除を行った。 

 現在の特定復興再生拠点区域の除染の進捗率は、令和４年 9月現在で、94％となっ

ており、現在では約 40名が町内のご自宅やアパート、駅西地区に整備された災害公

営住宅で生活をしている。 

 

２）駅西地区生活拠点等の整備については、令和４年 10 月に先行の 25 戸が完成し、

18戸への入居が開始された。全体で 86戸中 50戸の登録が決定している。 

ロータリー南エリア 47 戸については、世界情勢の大幅な変化や新型コロナウイル

ス等の影響により、資材調達に時間を要し、入居時期を変更せざるを得ない厳しい状

況となっており、約 7カ月遅れの令和 6年 5月入居予定となる。 

また、駅西地区には令和 5年 2月の開設を目標に、診療所を建設中である。 

 

 ３）役場仮設庁舎については、8 月 27 日に町内の JR 双葉駅東側に新庁舎が完成し、

開庁式を行い、9月 5日から約 100名の職員が業務を行っている。これまでのいわき

事務所は、いわき支所として約 30 名の職員が業務を行っている。避難先の町民の方

が不便にならないように取り組んでいる。 

  

４）復興まちづくり計画については、今年６月に復興まちづくり計画（第三次）を策

定した。解除後の戦略や中長期的な取り組みなど、復興まちづくり並びに町政の方向

性を具体的に示すものである。 

 

５）特定復興再生拠点区域外 帰還困難区域への帰還意向調査については、内閣府と
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共同で、中間貯蔵施設区域を除く帰還困難区域に土地又は建物を所有している方及び

その方と同居されていた親族の方を対象に、帰還意向調査を実施した。これまで対象

世帯の約４７％の世帯の皆さまから回答があり、引き続き回答を受付している。集計

結果等については今後も町広報紙などでお知らせしていく。 

 

６）特定復興再生拠点区域内の営農再開への取り組みについて、除染後の農地につい

ては羽鳥地区をはじめ他４地区において、保全管理が行われているところであり、本

年は、下羽鳥地区において、避難先からすぐに帰還しない農家の農地を作業受委託組

織等が一時的に耕作する「管理耕作」が行われ、ブロッコリーが植え付けされたとこ

ろ。 

町では、令和 2年度に策定した双葉町地域営農再開ビジョンにより、令和７年度の

営農再開に向け、除染や水路等農業施設の復旧、農地集積、集約化、農業生産基盤の

整備、多様な担い手の確保に取り組んでいく。 

避難指示解除区域の農地除染については、除染の進捗率は令和４年 9 月末現在 98％

となっており、特定復興再生拠点区域外の農地についても引き続き除染を行うよう国

に強く求めていく。 

 

７）除染廃棄物の仮置き場から中間貯蔵施設への搬入状況については、県内で発生し

た除染廃棄物である除去土壌については、2015（平成 27年）3月の輸送開始から今年

９月末までに約 1,331万㎥が輸送されている。 

また、中間貯蔵施設への搬入が進んだことにより、福島県内の仮置き場等について

は、1,372カ所であったが、そのうち 1,330カ所の搬出が完了した。 

環境省では、県内に仮置きされている帰還困難区域を除く除去土壌等の搬入を令和

３年度末までに概ね完了させたところであるが、現在は、主に特定復興再生拠点区域

において発生した除去土壌等の搬入を進めている。 

 

○高速道路通行料金、医療費の一部負担等の免除について 

ふるさと帰還通行カードにより、令和 5年 3月 31日までの無料措置の延長となって

いるが、さらに延長するよう国に求めている。 

医療費の一部負担金等の免除、その他現在実施されている生活再建に係る支援等に

ついても継続されるよう、国及び関係機関に働きかけていく。 

 

６ 説 明（中野住民生活課長） 

〇特定復興再生拠点区域の避難指示解除に伴う運用変更等について 

 

７ 懇談概要 

（石熊：女性） 

双葉町に戻りたいというのが本心だが、70歳代という年齢を考えるとためらわれる。

今は、自宅の解体が心残りである。震災後、自宅を見たのは 2回だけであるが、内部は

イノシシに荒らされており、朽ちた外観を目にするのもつらい。 
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県のアンケート（注：内閣府による拠点外の帰還意向調査のことか）で帰還意向を尋

ねられることや、町内に帰還できる区域と帰還できない区域が存在すること、これから

先、柏崎市から双葉町まであと何年車で通うことができるか、などに思いを至らせると、

気持ちが滅入るし、ムカムカする。 

帰還意向に関わらず、家屋の解体を進めてほしい。政治家や政府の人は、拠点外の実

態を見ているのか。帰還意向があれば解体するという方針は何なんだと思う。帰りたく

ても、インフラもない、人もいない状況で帰還意向など出てこない。 

こうしたことばかり考えていると気が滅入ってしまうので、寺社や公園の除草や花植

えをするなどして、晴れた日は外に出るように心がけている。言葉に訛り
な ま り

があって、柏

崎の方には話が通じないことがある。打ち解けて話せる人や場もなく、寂しいがプラス

思考で考えていきたい。 

（徳永町長職務代理者） 

ご苦労、ご心労をお察しする。帰還意向を踏まえて拠点区域外の除染・解体を進める

取り組みとは別に、帰還意向に関わらず、速やかに解体を進めてほしいと国には再三要

望を重ねている。国から双葉町に視察があった際に石熊をご案内し、家屋の実状を内部

に至るまで見ていただいた。引き続き、帰還意向によらない解体を求めていきたい。 

 

閉会（閉会時間 11時 5分） 

                             

 

 

 


